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ける所見 

 本研究領域は、生命科学の発展に必須なバイオイメージング技術について、

より適用範囲の広い革新的なバイオイメージング技術の実用化を目指すもの

である。新学術領域研究「細胞機能と分子活性の多次元蛍光生体イメージン

グ」（平成 22〜26 年度）の成果の上に立脚し、技術革新を目指して、これま

で当該分野の発展を牽引してきた異なる専門分野の第一線の研究者を中心に

組織されており、格段の発展が見込まれる。また、本研究領域により開発さ

れるイメージング技術は、医学・生物学等の研究分野への波及効果も期待で

きる。 

 領域組織は、異なる広い範囲をカバーするイメージング技術を開発する研

究者により構成されているが、生物学的興味が重なるような研究対象も設定

するなど、計画研究間の連携を深めるための工夫がなされている。また、イ

メージング技術開発者とその利用者の距離を縮めるための計画も含まれてお

り、評価できる。 

 本研究領域は我が国の生命科学の牽引を期待される領域であるが、一方で、

バイオイメージング技術の開発とその普及だけではなく、技術開発によりど

のような生命現象の解明を目指すのかを明確化し、医療応用など応用面での

ブレークスルーにつながる道筋も示すことが望まれる。 

 

 

  


